
日  時：１２月１１日（日）  

１３時３０分～１６時００分 

対  象：行き渋りや不登校の子どもをもつ保護者、祖父母 

     地域での支援関係者、学校関係者 

会  場：カミーリヤ ２階視聴覚室 

参 加 費：無料    

定  員：６０名  

内  容：基調講演「不登校の基本的理解」 

     体験談発表（２名） 

     グループディスカッション・質疑応答など 

申込方法：筑紫野市社会福祉協議会に 

お電話またはＦＡＸでお申し込みください。 

※締切 １２月２日（金） 

 

 

わが子が「学校に行かない」と言ったらどうしますか？ 

申し込み・お問合せ先 

社会福祉法人 筑紫野市社会福祉協議会 

筑紫野市岡田３丁目１１－１ 

ＴＥＬ：０９２－９２０－８００８ ＦＡＸ：０９２－９２０－８００８ 

自らわが子の不登校を

経験し、自身の生き方も

変え、不登校をはじめ、

子どもと大人との向き

合い方などを２０年に

わたり研究・支援を行っ

てこられています。 講師：長阿彌
ち ょ うあ み

 幹生
み き お

氏 

 

 
行き渋りや不登校の子どもたちは落ち着

いた大人の対応で、本来の明るさや元気さ

を保ち、毎日を過ごしていくことにつなが

ります。不登校の基本的理解についての講

演や不登校体験のある若者や保護者をパネ

リストとして招いて、体験談やその時の適

切な対応などについて語り合います。また、

参加者と質疑応答などを行い、改善へのヒ

ントを見出していきます。 

 


